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	 緒　　言	

体操競技は他のスポーツとは異なり上肢への荷重が多い
スポーツであり，全体重を支えるとその負荷は体重の16
倍にも及ぶとされている1）．結果として手関節痛の発症リ
スクは高く，95％の体操選手が手関節痛を経験するとの
報告がある2）．体操選手に生じる手関節障害はgymnast's 
wrist 3）と呼ばれ，発生要因としてあん馬や床運動などの
際の手関節背屈位で荷重する動作が挙げられている2）．疼
痛発生のメカニズムとして，荷重時に橈骨と手根骨のイン
ピンジメントが生じることが考えられている4）．また，小
児期においては橈骨への繰り返しの負荷により骨端・骨端
線障害が生じ，橈骨の遠位部発育が障害されるとの報告も
ある5）．慢性的な手関節痛に移行する選手もおり，競技復
帰が困難になることもある．しかし，体操競技の種目の多
さや競技特性の多様性により，その発生メカニズムに関し
ては不明な点が多い．

近年では，超音波診断装置を用いた筋・骨・軟部組織の
評価が臨床現場に広く普及し，関節の動的な評価も可能と
なった．手関節においても骨の相対的位置関係を定量的に
評価することが可能であり，超音波診断の有用性が報告さ
れている6）．本研究の目的は，体操選手を対象に倒立動作
による遠位橈尺関節の動態を，超音波診断装置を用いて測
定することである．

	 対象・方法	

対象は高校生女子体操選手15名30手，平均年齢は 
16. 3±1. 3歳，利き手は右13名，左2名である．競技歴
は平均10. 3±3. 2歳であった．対象者および保護者には
研究内容に関して書面にて説明を行い，同意を得た．

測定方法は超音波診断装置としてKONIKA MINOLTA
社製SONIMAGE 613および，3−8Mhzリニアプローブを
使用した．測定肢位は肘関節屈曲90°，前腕回内位，手関
節掌背屈0°（中間位），肩関節屈曲90°，肘関節伸展0°，
前腕回内位，手関節背屈にて壁面に手掌面を当てた状態 

（背屈位），倒立動作を実施した肢位（背屈荷重位）の3肢
位とした（図1）．測定部位は遠位橈尺関節背側部とした（図
2）．

得られた画像にて橈尺骨の相対的位置関係を評価するた
め，基準となる点として橈骨背側結節および尺骨頭背側頂
点を同定した．次いで，これらの点を通り掌背側方向と平
行線および橈尺側方向平行線を引き，2本の平行線方向の
距離を，それぞれ掌背側間距離，橈尺側間距離として測定
した（図3）．

3肢位間での掌背側間距離および橈尺側間距離の比較に
は統計解析ソフトEZRを使用し，一元配置分散分析を施
行後tukey検定を行った．有意水準は5％とした．

図1．測定肢位　A．手関節中間位　B．手関節背屈位　C．背屈荷重位
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	 結　　果	

掌背側間距離の平均値は中間位3. 0±1. 2mm，背屈位
2. 5±1. 3mm，背屈荷重位3. 5±1. 9mmであった．各肢
位間で有意差はなかった（図4）．橈尺側間距離の平均値
は中間位23. 0±2. 0mm，背屈位23. 8±2. 0mm，背屈荷
重位26. 0±3. 0mmであった（図5）．中間位，背屈位と比
較し，背屈荷重位では有意に橈尺側間距離が増大していた

（p< 0. 01）．

	 考　　察	

遠位橈尺関節は，尺骨頭と尺骨切痕により形成される関
節である．その安定性には三角線維軟骨複合体，遠位橈尺
靭帯，前腕骨間膜，尺側手根伸筋腱，方形回内筋が寄与し
ているとされている7）．また手関節への荷重時には橈骨が
80％，尺骨が20％の荷重を分担し，橈骨よりも尺骨が相
対的に短いminus varianceでは更に橈骨への荷重量が増
大する．手関節は成長期にulnar minus varianceとなるた
め，成長期の体操選手において橈骨骨端障害，骨端線障害
が増加する8）．一方で成長期を過ぎると，三角線維軟骨複

合体損傷や尺骨突き上げ症候群，インピンジメント症候群
による手関節痛が多くなる8）．手関節背屈位での荷重では
橈骨遠位の舟状骨窩への荷重量が増大することや，手根骨
橈側列への荷重量が増大する9）との報告はあるが，実際に
倒立を行った際に生じる遠位橈尺関節の動態は解明されて
いない．倒立動作時の遠位橈尺関節の動態を解明すること
は体操選手の手関節障害の治療や予防を考えるうえで有用
である．

今回の測定結果では，中間位・背屈位と比較し背屈荷重
位では橈尺側間距離が有意に増大していた．このことから
倒立動作のような荷重時には，まず遠位橈尺関節の橈尺方
向への開大が生じ，開大した遠位橈尺関節に手根骨の入り
込みが生じる．その結果として橈骨手根関節の関節裂隙が
狭小化し，橈骨と手根骨のインピンジメントが生じ疼痛が
発生するメカニズムが推察される．

掌背側間距離は中間位・背屈位と比較し，背屈荷重位で
は増大はしていたが有位差はなかった．これは，手関節背
屈位では橈骨手根靭帯，尺骨手根靭帯，屈筋支帯の緊張が
増加し，それにより掌背側への移動が制動されていたため
と考えられる．

本研究の問題点は，対象者数が少ないこと，前腕回内外

図2．測定部位
遠位橈尺関節背側部にプローブを当てた

図3．掌背側間距離と橈尺側間距離
①掌背側間距離　②橈尺側間距離

図4．各肢位での掌背側間距離

図5．各肢位での橈尺側間距離
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肢位の影響を考慮していないこと，橈尺骨回旋の影響を考
慮していないことである．今後は対象者数を増やし，前腕
回内外の影響や，手関節愁訴，関節可動域，筋力，柔軟性
との関連を調査することにより，治療法や予防法の開発に
有用な情報が得られるものと考えられる．

	 結　　語	

体操選手を対象として倒立動作による遠位橈尺関節の動
態を，超音波診断装置を使用し測定した．橈骨の相対的位
置関係は，非荷重時の手関節中間位，背屈位と比較し背屈
荷重位で橈尺側間距離が増大していた．
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